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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・5/3（木）・5/4（金）は祝日プログラムの予定となっている。事故のないように。

・食事発注について

　本日より１ヶ月は食事がなごみからの配食となるが、発注方法は今まで同様だが、翌日分は10時までに入力することとなる。

⇒ナイトケア勤務者が入力することに変更。刻み食の入力を忘れないこと、食数を間違えないこと。

・部署懇談会について
5/7（月）出席者：慶長、柴葉、戸賀沢、鳥谷部、三國、佐々木　　場所：古民家

　　　　　 外来、通所、訪問看護にコメディカル7名が追加となり、27名となる

5/9（水）出席者：藤田、馬場、工藤　　場所：古民家

・勤務変更

　斎藤：5/3・4→忌引き　　紫葉：5/3・4→デイケア

　5/3・4　戸賀沢：ナイトケア→デイケア　　菅原：デイケア→ナイトケア

5/8・10・11　鳥谷部：デイケア→訪問看護　　戸賀沢：ナイトケア→デイケア

　　　　　　　 慶長：デイケア→ナイトケア

・新年度の利用者様、行事、月報作成の担当者を決めたので各自で把握しておくこと。
 [研修案内]

・臨床精神医学研究会　7/1（日）9：30～16：00　会場：コラッセふくしま（福島市）　

テーマ：認知リハビリテーションの理論と実践　　　　定員：40名（先着順）

参加費：3500円　申込締切：6/24（木）必着　希望者は慶長JGMへ

・子ども発達支援センター・子ども学習トレーニングセンター開設記念講演会

「なるほど！子育て論」　6/3（日）13：00～15：00　会場：ビッグパレットふくしま

定員：先着80名（事前申し込み不要）　　入場料：無料

・第9回東北精神保健福祉学会山形大会　9/30（日）9：20～16：30　会場：山形テルサ

「気づき、そして、つなぐ～多様化する医療・保健・福祉～」

［提出物］

・4月月報：5/3（木）までに提出すること。

・6月プログラムテキスト：5/10（木）中に提出すること。
＜利用者様情報＞

デイケア
・江刺家　陽輝様～昨日、衣服から猫の臭いがしていることを指摘し、状況を確認すると本人だけでは対処できることではないため、家族にも話してみるよう助言している。また、その件についてデイケアのメンバーに迷惑をかけている感じがすると話しているため、自宅で猫を多く飼い、臭いがあることをミーティングでメンバーに話してみてはと提案すると、「そうですね、帰り話してみます」と提案を受け入れ、午後のミーティングでメンバーに臭いの件を話している。本日は猫の臭いはしていない。今後の対応策として、臭いが改善されないようであれば、着替えを持参していただき、来所してから着替える方法も検討してみる。
・上野　千奈津様～来所後より「慢性疲労なので、すぐ疲れるんです。病院に行って診断を受けたい」と話しており、八戸西病院の受診を検討しているという。昨日、同院に相談したところ、紹介状を持ってくるように言われたとのことで、本日主治医に報告したと話している。「先生に紹介状をお願いしました。1週間くらいでできるそうです」と安心したような表情をしている。本日は、表情も良く、「もう入院はしたくないので、おかしい所があればその都度言ってください」と話し、治療に積極的な姿勢を見せている。バス乗車券の交付について確認すると受けていないため、手続き方法について紹介し、手続きを勧めている。

・三浦　繁雄　様～本人から連絡がないため、スタッフから電話連絡をして状況確認を行っている。父様が電話に出ており、本人へ電話を繋いでもらっている。昨日はちのへ西脳神経クリニックで検査をする為欠席しており、結果について尋ねると「緊張型頭痛と言われ、塗り薬が処方され、肩や首に塗るようにと言われた。他に整形外科から貰ったカロナールがあるのでそれを飲んでいる。」と話している。「緊張というのはストレスからくるもので、頭痛が緩和しないんです。夕方から夜に頭痛がしてきて、痛くて朝まで眠れないことが週2～3回あり、鎮痛剤を飲んでも効いたり効かなかったりです。」と話している。今の体調を尋ねると「昨夜は頭痛が起きず今は頭痛はしていないけど、車が無いので行けない。」と話しており、欠席となる。最近来所できていないため、調子が良い時には来所して欲しいこと、欠席する際には連絡が欲しいことを伝え、電話を終えている。

・福井　彩　　様～障害厚生年金について、子供が産まれたことにより、子供の加算がつくのではないかとの相談あり、次回来所時までに確認しておくこととしている。

・上川原　豊　様～友人と出かけるためデイケアを欠席したいと電話で連絡がある。今週は欠席が多い為通所するように促すと来所しており、薬の空包の確認を行っている。欠席の理由は友人とドライブに出かけるからと話しており、外食する予定だとにこやかに話している。先日、訪問看護より情報提供があったため、金銭面について尋ねると、濁すような返答をしており、金銭に困っている発言はない。外食のためのお金の余裕があるのかを尋ねると、「大丈夫、おごってもらうから」と話している。酒臭や言動に気になる点は見受けられないが、デイケアの欠席が増えてきているため、精神症状の変化に注意をしていく。

・根地戸　恵　様～5/3（木）より利用再開予定となっている。

・東海林　紀子様～昨日夜に架電あり、4月初めに精神保健福祉手帳の更新手続きの件について問い合わせがあったが、本日来所時に手続きの進行状況について、6月頃になると説明している。

・本多　富美　様～平成29年9月を最後にデイケアに通所しておらず、筋力の低下防止や病状管理のために欠席のたびにデイケアの必要性について伝えていたが、利用意志はなく、主治医より許可が下りたため、本日付けで利用中止となる。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、今朝8時過ぎに自宅へ電話をかけたいと話している。何の用事か尋ねると、「昨日連絡したら、お姉さんがかけてと言っていたから」と話しており電話しているとのこと。本日のデイナイトケアでは、午前中はプログラムへ参加するが途中退席しており、集中して取り組めない様子が窺える。声掛けすると、「調子が悪いです」と話しており、＜どのようにしていれば過ごせそうですかと聞くと＞「座っていれば良いです」と返答している。その後トイレに行くと独語聞かれており、外出要求なく過ごすことが出来ている。上記内容を青風荘へ情報提供し、所在確認を徹底していく。
・倉石　ヨシエ様～昨日16時頃に便意の訴えがありトイレに行くが、1時間程排便なく籠っている為、一度トイレから出て様子を見るよう伝えるが「出る、出る」と話し籠っている。その後中等量の排便があり、休憩するよう促すと疲れた様子で出て来ている。本日青風荘より情報提供があり、今朝ポータブルトイレにて排便しているが、「でねえ」と話している。下着に便が付着しているが軟便である為、出た感覚がなかった可能性があるとのこと。本日のデイナイトケアでは、便意を訴えトイレに入るが排便はなく、腹痛等はないと話しているが、腹部を時折マッサージしており、便がでないことを気にしている様子が窺える。便秘が続くと妄想様の言動が出現することもあるため、引き続き排便状況や精神症状を観察をしていく。

・倉橋　生子　様～睡眠について、「昨日は、一睡もしていないんだよ」「あんまり眠れないからラジオを聴いていた」と話している。詳しく聞くと、4時間程布団に入って過ごし、起きて折り紙手芸の作品に埃が付いていた為、掃除していたと話している。午前中は居眠り見られず、プログラムへは参加することが出来ている。本日は早めに休むよう伝えている。

・古舘　正行　様～5/1（火）帰荘時、しゃがみ込んでおり声を掛けするが、一点を見つめる、手指振戦がある、立ち上がるまでに時間を要する等、普段と異なる様子が窺えている。声掛けするが疎通性が悪く、何度か耳元で＜大丈夫ですか？＞と尋ねると頷いており、頷く等の簡単な疎通は行うことが出来ている。帰荘の際には、独歩で帰ることが出来ており、上記内容を青風荘に情報提供している。その後、青風荘から情報提供があり、ホール内をうろうろし落ち着きのない様子があり、疎通性の悪さも続いているとのこと。時折、帰荘前に上記症状が表出することがあり、引き続き様子観察していく。本日青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後、洗濯干しや喫煙はスタッフの見守りを要し、煙草に火をつける際は手指振戦があり火をつけれないでいたが、今朝は、手指振戦や疎通性の悪さ等の不調はなかったとのこと。本日のデイナイトケアでは、普段と変わらず通常通りプログラムへ参加することが出来ており、体調についても、「大丈夫」と話している。不調があった際には、スタッフに教えて欲しいことを伝えており、午前中は手指振戦等の症状の変化はなく、経過している。上記内容を青風荘へ情報提供している。

・八木橋　牧雄様～5/10（木）八戸赤十字病院にて検査があるため、デイナイトケア欠席予定となり、昼食をキャンセルしている。夕食は食べに来ると話している。

・千葉　輝夫　様～原則として夕食は2階で食べていただくことになる。

＜事例検討＞

カンファレンスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　実施日：H30年5月2日（水）13：30～14：00

　担当チーム：工藤

検討内容　目標、計画の検討

	氏名
	千葉　輝夫様
	性別
	男
	年齢
	76歳
	生年月日
	S17年2月19日

	主病名
	アルツハイマー型認知症
	合併症
	高血圧症

	治療方針（医師の指示）
	日中活動・生活リズムの維持。

プログラムや社会的交流を通じて、認知症の進行を予防する。

	本人希望
	現状の生活維持

	家族希望
	現状の生活維持

	入院歴
	0回

	通所歴
	1回目

※今回：　H27年8月4日～現在（週4回/火～金曜日）

	その他サービス利用
	ヘルパー利用

	住居：

アパートにて単身生活
	家族構成：

長男、長男嫁

	利用制度
	生活保護　　介護保険　要介護3

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	認知症の進行を防止し現在の生活を維持する。
	①プログラムに参加し、残されている能力を使って認知機能の低下を予防していく。
	①デイナイトケアに継続して通所し、プログラムに参加できるようになる。


	①利用日には来所し、積極的にプログラムに参加できるよう、スタッフはプログラム参加を促していき、作業療法や運動療法など認知機能低下を防げるようプログラムを提供していく。(息子様の要望も取り入れていく)また、わからない事はすぐに確認できるように本人が困っている様子が見られた際には声を掛け、状況を確認していく。


【目標・治療計画（現在）】

【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①デイナイトケアに継続して通所し、プログラムに参加できるよう促していく。


	・来所時は介護タクシーを利用し、帰宅は息子様が迎えに来ている。
・プログラムへの参加は、他メンバーが、場所移動していても、やりたいことがあればそちらを優先している。その際はスタッフの声掛けで移動しており、参加には積極性は見られていない。作業療法では、今まで得意としていた計算問題（小学1）集中力が低下しており、正解できていない。読書の希望が聞かれるが、居眠りしていることが多く見られている。（達成度50％）
	・プログラム参加の際には、スタッフから声を掛け、参加を促していく。また、プログラムについては、読書を希望し居眠りしていることが多いため、息子様が用意していた計算問題、字の練習帳を促していき、認知機能の低下を防止していく。目標は継続とする。

	
	・朝の日課(検温・服薬)は、スタッフの声掛けにて行っている。リュックにしまったものがわからなくなり、何度も確認する様子が見られている。ロッカーの鍵をポケットに入れており介入要している。最近は、トイレやロッカーの場所がわからなくなることや、ロッカーキーの使い方が分からなくなり使い方を説明している。記憶力の低下が目立っているため、都度スタッフが介入し、質問しながら思い出せるよう関わりを持っていく。入浴時は、入浴介助にて見守り要している。湯船に30分以上つかっているため、声掛け要している。また、服薬が変更となり易怒性は出現せず落ち着いている。（達成度50％）
	都度、スタッフ管理を要しており、行動していたことも忘れることがあり、スタッフの介入要している。本人が困っているような様子が見られた際には、状況を確認し対応していくこととする。

	その他
身体接触のある際は、都度介入し状況を踏まえ行動できるようになる。
	常に居眠りしており、女性への身体接触（耳を突然触り）や話し掛けは現在見られていない。
	今後も様子観察し、身体接触がある際は、介入し状況を踏まえ声掛けしていく。

	
	要介護1→3となり、介護保険サービスを利用することから、青陽館デイナイトケアを月曜日～水曜日、木～土曜日を南陽館のデイサービスを利用している。また、隔週で南山苑ショートステイを日、月で利用。利用した週は、青陽館の利用は火・水となている。
	ショートステイは、特に問題なく利用できているとのこと。(息子様より)


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	認知症の進行を防止し現在の生活を維持する。
	①プログラムに参加し、残されている能力を使って認知機能の低下を予防していく。
	①デイナイトケアに継続して通所し、プログラムに参加できるようになる。


	①利用日には来所し、積極的にプログラムに参加できるよう、スタッフはプログラム参加を促していき、作業療法や運動療法など認知機能低下を防げるようプログラムを提供していく。(息子様の要望も取り入れていく)また、わからない事はすぐに確認できるように本人が困っている様子が見られた際には声を掛け、状況を確認していく。


